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ポリビニルアルコールのヨード反応を利用したゲルインジケータを開発し、若狭湾エネルギー研究センタ

ーの陽子線加速器を用いて、200MeV の陽子線を 2Gy～20Gy の吸収線量で照射を行い、紫外可視分光光度計

を用いてゲルの吸光度測定を行った。測定結果と、モンテカルロシミュレーションにより得られた結果との

比較を行い、陽子線によるゲルインジケータの作用を検討した。 
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1. 緒言 

陽子線治療はブラッグピークの特性から、X 線治療に比較してより高い治療効果と副作用の軽減を図るこ

とができる。今後陽子線を使用する治療施設が増えると予想される。ゲル線量計は放射線治療に用いられる

放射線の可視化技術の中の一つである。昨年、部分ケン化型ポリビニルアルコールとヨウ化カリウムを原料

に従来の化学線量計とは異なる反応性を持つ新規の放射線感応性のあるゲルを開発し、ゲルインジケータと

しての利用について見出した[1]。本研究では、加速器を用いて本ゲルに対して陽子線照射し吸光度の測定を行

った。また、モンテカルロシミュレーション結果との比較から本ゲルに対する陽子線の効果を明らかにする。 

2. 実験 

 若狭湾エネルギー研究センターの加速器を用いて、200MeV の陽子線

照射をした。本ゲルをサンプラテック社製光路長 1cm のポリエチレン製

ディスポセルに入れて試料とし、ゲルのセルと水のセルを組み合わせた

合計 22 本のセルを照射方向に沿って配置し、2Gy～20Gy、40Gy、60Gy

の照射を行い、StellarNet 社製の紫外可視分光装置を用いて吸光度の測定

を行った。PHITS を用いてゲル+水、ゲルのみ、水のみの 3 つの体系につ

いての計算からブラッグピークの位置を確認し、照射実験の結果との比

較を行った。Fig.1 に試料の深さに対する 490nm における吸光度の分布

について PHITS の計算結果との比較のグラフを示す。ここで、PHITS の

計算結果は陽子線 20Gy の実験結果の 0cm と 24.3cm 位置の試料の吸光

度で規格化して実験結果と重ね合わせて比較をした。 

3. 結論 

 試料の位置 24cm~25cm の付近でブラッグピークを確認することができた。PHITS の計算結果において、照

射実験と同じ体系であるゲル+水の計算結果のブラッグピークが、吸光度測定の結果のピークの位置と最も一

致していることが確認できた。詳細は講演時に報告する。 
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Fig. 1 PHITSと測定結果の比較 
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